
魔法の種 プロジェクト 活動報告書 
報告者氏名： 岩坪夏穂       所属：富山大学人間発達科学部        記録日： 29年 2月 17日 

キーワード： 生活の質の向上（余暇支援、健康管理）             

【対象児の情報】 

○学年 ： 高校 2年生 

○障害名 ： 摂食障害 AN（神経性無食欲症：DSM-5） 

○障害と困難の内容 

・体重が増えることを極度に恐れ、食事をすることへの抵抗感が強い。 

・同世代の女子高校生と比較して一人及び複数人での自由な時間の過ごし方のバリエーションが少ない。 

・中学時代の入院期間の影響から、年齢相応の社会常識や生活経験が著しく乏しい。 

 

【活動目的】 

○当初のねらい  

対象生徒と年齢相応の女子高校生があたりまえに関心を持つような「トコロ、コト、モノ」などを、女子大学生

と共有体験することを通して、余暇を広げたり、自分がやりたいと思うことを見つけたりすることができる。それ

により、自ら主体的にできる余暇の過ごし方を知り、長期的に見ると、家族や友人などといった身近な存在との関

わりを増やすことができる。 

 

○実施期間 

 平成 28年 5月～平成 29年 1月（継続中） 

○実施者 

岩坪夏穂・北村有香・高田悠希・川崎莉織（学部生）、島田明子・成田泉（院生）、水内豊和（スーパーバイザー） 

○実施者と対象生徒の関係 

 スーパーバイザーが行う大学での発達相談に来談している事例 

 

【活動内容と対象生徒の変化】 

○対象生徒の事前の状況 

・何事にも手を抜かず、きっちりこなす。 

・学校での生活以外では、家ではお手伝いと勉強をしており、同世代の女子高校生と比較して一人及び複数人での自

由な時間の過ごし方のバリエーションが少ない。 

・中学時代の入院期間の影響から、生活経験に空白がある。そのため、外との関わりが一時的に途絶え、それに伴い

年齢相応の社会常識や生活経験が著しく乏しい 。それに加えて、周囲（特に友人）との関わりも限られていたた

め、日常の過ごし方や楽しみ方などに興味や関心を向けたり、自分から求めたりする経験が乏しい。（面談での実

態把握ならびにVineland-Ⅱ適応行動尺度より、「社会性領域」（-）、下位尺度でも特に「遊びと余暇」（-））。 

・体重が増えることを極度に恐れ、食べたいという気持ちはあるが、食事をすることへの抵抗感が強い。 

 

 

対象生徒の生活の質を向上させること、自分の身体と向き合うことができるようになること を目的とする。 

 

 

○活動の具体的内容 

☆余暇の広がりを支えるツールとして 


















